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Ϩ．性能試験項目 

優良ఫ宅部品評価基準࠾࡟い࡚ࠊ試験ࡾࡼ࡟性能等を確認ࡿࡍ項目及び試験方法等ࡣୗ表ࡶࡿࡼ࡟

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢ

 

性能試験項目ྡ 性能試験方法 備考 頁 

㸯．散水試験 BLT LDD-01㸦ู表 1㸧  1 

㸰．保管箱ࡢ剛性試験 BLT LDD-02㸦ู表 2㸧  2 

㸱．保管箱ࡢ棚板ࡢ強さ 
JIS S 1033:2015㸦࢜フࢫ࢕家具-཰納家具㸧
 試験ࠖࡳわࡓࡢ棚板ࠕ8．2

  

㸲．保管箱ࡢ天板及び地
板ࡢ強さ 

JIS S 1033:2015㸦࢜フࢫ࢕家具-཰納家具㸧
 長期荷重試験ࠖࡢ天板及び地板ࠕ8．2

  

㸳．扉ࡢ取ࡗ手取付部ࡢ
強さ 

JIS A 4420:2018㸦キッࢳン設備ࡢ構成材㸧
 強度試験ࠖࡢ取付部ࡢ手ࡗ取ࠕ8.18

  

㸴．扉ࡢ強さ 
JIS S 1033:2015㸦࢜フࢫ࢕家具-཰納家具㸧
 垂直荷重試験ࠖࡢ࡬戸ࡁ開ࠕ8．2

  

㸵．施錠強さ試験 BLT LDD-03㸦ู表 3㸧  3 

㸶．保管箱ࡢ耐震転倒性 
JIS S 1018:1995㸦家具ࡢ振動試験方法㸧
 耐震転倒性試験ࠖࠕ(2).4.3

  

㸷．衝撃試験㸦振ࡾ子式
衝撃試験㸧 

BLT LDD-04㸦ู表 4㸧  4 

10．耐温湿度性試験 BLT LDD-05㸦ู表 5㸧  5 

11．耐衝撃性試験㸦電気
制御式ࡢ宅配࣎ック
 適用㸧࡟ࢫ

BLT LDD-06㸦ู表 6㸧  6 

12．感電࡞ࡋい構造㸦電
気制御式ࡢ宅配࣎ッ
ク࡟ࢫ適用㸧 

電気用品ࡢ技術ୖࡢ基準を定ࡿࡵ省௧ูࡢ表
第 8.1.(2) ࣊. 

第୕者性を有ࡿࡍ機関
等ࡿࡼ࡟試験ࡢ実施 

 

13．絶縁抵抗㸦電気制御
式ࡢ宅配࣎ック࡟ࢫ
適用㸧 

電気用品ࡢ技術ୖࡢ基準を定ࡿࡵ省௧ูࡢ表
第 8.附表第  絶縁抵抗試験ࠖࠕ3

第୕者性を有ࡿࡍ機関
等ࡿࡼ࡟試験ࡢ実施 

 

14．耐電圧性㸦電気制御
式ࡢ宅配࣎ック࡟ࢫ
適用㸧 

電気用品ࡢ技術ୖࡢ基準を定ࡿࡵ省௧ูࡢ表
第 8.附表第  絶縁耐力試験ࠖࠕ3

  

15．短絡保護㸦電気制御
式ࡢ宅配࣎ック࡟ࢫ
適用㸧 

BLT LDD-07㸦ู表 7㸧 
第୕者性を有ࡿࡍ機関
等ࡿࡼ࡟試験ࡢ実施 

7 

16．電源電圧ࡢ変化㸦電
気制御式ࡢ宅配࣎ッ
ク࡟ࢫ適用㸧 

電気用品ࡢ技術ୖࡢ基準を定ࡿࡵ省௧ࡢ第
 運転性能試験ࠖࡿࡼ࡟電圧変動ࠕ(6).8.1

  

17．表面ࡢ抵抗性㸦常温
液体࡟対ࡿࡍ表面抵
抗性試験㸧 

JIS S 1033:2015㸦࢜フࢫ࢕家具-཰納家具㸧
8.3 a)ࠕ常温液体࡟対ࡿࡍ表面抵抗性試験ࠖ 
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性能試験項目ྡ 性能試験方法 備考 頁 

18．表面ࡢ抵抗性㸦金属
部࣭木部塗膜密着性
試験㸧 

JIS S 1033:2015㸦࢜フࢫ࢕家具-཰納家具㸧
8.3 b)ࠕ金属部࣭木部塗膜密着性試験ࠖ 

  

19．表面ࡢ抵抗性㸦金属
部塗膜防ࡏい性試
験㸧 

JIS S 1033:2015㸦࢜フࢫ࢕家具-཰納家具㸧
8.3 c)ࠕ金属部塗膜防ࡏい性試験ࠖ 

  

20．部材ࡢ耐食性 
JIS Z 2371:2015㸦塩水噴霧試験方法㸧ࡢ
 中性塩水噴霧試験ࠖࠕ6.2

  

21．錠前ࡢ耐食性 JIS Z 2371:2015㸦塩水噴霧試験方法㸧   

22．表面処理ࡢ耐塩水性
㸦浸ࡁࡏ法㸧 

JIS K 5600-6-1:2016㸦㸦塗料一般試験方
法㸧第 6 部:塗膜ࡢ化学的性質-第 1 節:耐液
体性㸦一般的方法㸧㸧ࡢ 方法ࠕ7 1㸦浸ࡁࡏ
法㸧ࠖ 

ᕥ記ࡢ何ࡿࡼ࡟࠿ࢀ試
験ࡢ実施 

 

23．表面処理ࡢ耐塩水性
㸦吸཰媒体法㸧 

JIS K 5600-6-1:2016㸦㸦塗料一般試験方
法㸧第 6 部:塗膜ࡢ化学的性質-第 1 節:耐液
体性㸦一般的方法㸧㸧ࡢ 方法ࠕ8 2㸦吸཰媒
体法㸧ࠖ 

24．表面処理ࡢ耐塩水性
㸦点滴法㸧 

JIS K 5600-6-1:2016㸦㸦塗料一般試験方
法㸧第 6 部:塗膜ࡢ化学的性質-第 1 節:耐液
体性㸦一般的方法㸧㸧ࡢ 方法ࠕ9 3㸦点滴
法㸧ࠖ 

25．表面処理ࡢ耐塩水性
㸦温度勾配加温法㸧 

JIS K 5600-6-1:2016㸦㸦塗料一般試験方
法㸧第 6 部:塗膜ࡢ化学的性質-第 1 節:耐液
体性㸦一般的方法㸧㸧ࡢ 方法ࠕ10 4㸦温度勾
配加温法㸧ࠖ 

26．塗膜ࡢ耐久性㸦耐衝
撃性㸦落体式㸧㸧 

JIS K 5600-5-3:1999㸦㸦塗料一般試験方
法㸧第 5 部:塗膜ࡢ機械的性質-第 3 節:耐࠾
ࡢ落ୗ性㸧ࡾࡶ  落体式ࠖࠕ4

ᕥ記ࡢ何ࡿࡼ࡟࠿ࢀ試
験ࡢ実施 

 
27．塗膜ࡢ耐久性㸦耐衝

撃性㸦落球式㸧㸧 

JIS K 5600-5-3:1999㸦㸦塗料一般試験方
法㸧第 5 部:塗膜ࡢ機械的性質-第 3 節:耐࠾
ࡢ落ୗ性㸧ࡾࡶ  落球式ࠖࠕ5

28．塗膜ࡢ耐久性㸦耐衝
撃 性 㸦 ࢹ ࣗ ࣏ ン
式㸧㸧 

JIS K 5600-5-3:1999㸦㸦塗料一般試験方
法㸧第 5 部:塗膜ࡢ機械的性質-第 3 節:耐࠾
ࡢ落ୗ性㸧ࡾࡶ  ン式࣏ࠖࣗࢹࠕ6

29．塗膜ࡢ耐久性㸦鉛筆
硬さ㸧 

JIS K 5600-5-4:1999㸦塗料一般試験方法㸧
第 5 部:塗膜ࡢ機械的性質-第 4 節:引ࡁ࠿ࡗ
硬度㸦鉛筆法㸧 

  

30．塗膜ࡢ耐久性㸦付着
製試験㸧 

JIS K 5600-5-6:1999㸦塗料一般試験方法㸧
第 5 部:塗膜ࡢ機械的性質-第 6 節:付着性
㸦クࣟ࢝ࢫッࢺ法㸧 

  

31．塗膜ࡢ耐久性㸦耐候
性試験㸦࣮࢜ࣉンフ
࣮ࣞム࣮࢝࣎ン࣮࢔
クࣛンࡿࡼ࡟ࣉ暴露
試験方法㸧㸧 

JIS A 1415:2013㸦高分子系建築材料ࡢ実験
室光源ࡿࡼ࡟暴露試験方法㸧ࡢ ࣉ࣮࢜ࠕ6.2
ンフ࣮ࣞム࣮࢝࣎ン࣮࢔クࣛンࡿࡼ࡟ࣉ暴露
試験方法ࠖ ᕥ記ࡢ何ࡿࡼ࡟࠿ࢀ試

験ࡢ実施 
 

32．塗膜ࡢ耐久性㸦耐候
性試験㸦紫外線蛍光
ࣛンࣉ法㸧㸧 

JIS K 5600-7-8:1999㸦塗料一般試験方法㸧
第 7 部:塗膜ࡢ長期耐久性-第 8 節:ಁ進耐候
性㸦紫外線蛍光ࣛンࣉ法㸧 
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ϩ．試験体 

試験体ࡢ種ูࠊ形状ࠊ個数ࡘ࡟い࡚ࡣ性能試験方法࡛示ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡍ個数ࡢୗ限ࡣ当

財団ุࡢ断ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡼ࡟ 

ࠊࡋ࡜ࡿあ࡛ࡢࡶࡢ一ྠ࡜内容ࡢ仕様書ࠊ図面ࡢ設計図書ࡓࢀ提出さ࡟認定申請時ࡣ試験体ࠊࡓࡲ

差異ࡢあࡿ場合ࠊࡣ追加試験ࡢ要請ࡶあࡾ得ࠋࡿ 

 

Ϫ．試験結果の提示 

定量的࡟表示ࡋうࡣࡢࡶࡿ図表化を図ࡿこࠊࡓࡲࠋ࡜外観視察ࡘ࡟い࡚ࡣ具体的ࠊ࡟何ࠊࡀいࠊࡘ

詳細図ࡣ試験装置ࠊ試験体ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ記述࡟簡潔࡚ࡗࡑ࡟を試験目的࠿ࡢࡓࡗ࡞࡟状態࡞うࡼࡢ࡝

をࡓࡲࠊ試験結果を示࡟ࡍ有効࡞場合ࡣ写真を添付ࡿࡍこࠋ࡜ 
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優良ఫ宅部品性能試験方法書㸦戸建ఫ宅用宅配࣎ックࢫ㸧  ู 表 1 

     

(1) 試 験 方 法 ྡ 称 散水試験 
試験 

番号 
BLT LDD-01 

(2) 
関 連 要 求 項 目 

࠾ ࡼ び 性 能 
天板㸦屋根㸧ࠊ壁ࡢ防滴性ࠊ排水性ࠊ雨仕舞ࡢ࡝࡞機能性 

(3) 試 験 ࡢ 目 的 雨水࡟対ࠊࡿࡍ宅配࣎ックࢫ全体ࡢ雨ࠊࡾࡶ排水をࢳェックࠋࡿࡍ 

(4) 試 験 体 
種ู 

ࣞ࣋ࣝ 
電気制御盤を含ࡴ保管箱ࠋࡿࡍ࡜ 個数 1体 

(5)

 

試

 

験

 

方

 

法 

(5-1) 概 要 

水を連続15ࡢ㎡/ࣝࢺ毎分5ࣜッࡾࡼ方ୖࡢ保管箱ࠊ基࡙く試験を行い࡟散水試験ࠖࠕ

分間散水ࠊࡋ保管箱内ࡢ࡬著ࡋい漏水࡞ࡀいこࠊࡋࡔࡓࠋ࡜明15°࡟࠿ࡽ傾けࡓこ࡜

ࠊ漏水ࡿࡍ起因࡟ࡾࡲࡓ水ࡢい屋根及び土台࡞得ࡾ起こࡣ使用状態࡛ࡢ通常ࠊࡿࡼ࡟

重力ࡢ影響ࠊ試験後ࡢ扉ࡢ開閉ࡿࡼ࡟࡝࡞水ࡢ浸入ࡘ࡟い࡚ࡣ除くࠋ 

(5-2) 

試 験 機 

試 験 装 置 

測 定 装 置 

散水装置ࠊ流水量測定装置 

(5-3) 
試験体ࡢ前処

理方法･条件 
試験体ࠊࡣ現場取付࡟準ࡓࡌ方法࡛設置ࠊࡋ扉ࡣ全࡚閉ࡓࡌ状態࡛試験を行うࠋ 

(5-4) 
試 験 方 法  ࡢ

詳 細 

(1)宅配࣎ックࢫを水平࡟設置ࠊࡋ屋根全面࡟一様ࠊ࡟毎分5ࣜッࣝࢺ/㎡ࡢ水量をࠊ

連続1時間散水ࠋࡿࡍ 

(2)次ࡌྠࠊ࡟宅配࣎ックࢫをࠊ前方ࠊ後方ࠊ側方ࡢ各方向15°࡟傾斜さࠊࡏ前記ྠ

様ࡢ水量㸦毎分5ࣜッࣝࢺ/㎡㸧を15ࢀࡒࢀࡑࠊ分間ࠊࡘࡎ屋根面及び壁面࡟一様

 ࠋࡿࡍ散水࡟

(3)ୖ記各試験中࡟漏水ࡢ有無を観察ࠋࡿࡍ 

(4)排水状況を観察ࠋࡿࡍ 

 

 

 

(6) 試 験 結 果 ࡢ 表 示 

(1)宅配࣎ックࡀࢫ水平ࡢ状態࡛ࡢ漏水ࡢ発生状況 

(2)宅配࣎ックࢫを前方15°ࠊ後方15°ࠊ側方15°傾けࡓ状態࡛ࡢ漏水ࡢ発生状況 

(3)雨樋ࡢ排水状態㸦水平時㸧 

(7) ุ 定 基 準 
(1)雨࡞ࡀࡾࡶいこࠋ࡜ 

(2)排水ࡼࡀいこࠋ࡜㸦水平時㸧 
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優良ఫ宅部品性能試験方法書㸦戸建ఫ宅用宅配࣎ックࢫ㸧  ู 表 2 

     

(1) 試 験 方 法 ྡ 称 本体ࡢ剛性試験 
試験 

番号 
BLT LDD-02 

(2) 
関 連 要 求 項 目 

࠾ ࡼ び 性 能 
本体ࡢ剛性ࡢ確保 

(3) 試 験 ࡢ 目 的 宅配࣎ックࢫ全体ࡢ水平力࡟対ࡿࡍ剛性をࢳェックࠋࡿࡍ 

(4) 試 験 体 
種ู 

ࣞ࣋ࣝ 

試験体ࠊࡣ施ᕤ説明書࡟指定さࡓࢀ固定方法࡛固定

 ࠋࡿࡍ
個数 1体 

(5)

 

試

 

験

 

方

 

法 

(5-1) 概 要 
宅配࣎ックࢫを前後ᕥ右4ࡢ方向ࡽ࠿水平300࡟Nࡢ荷重࡛各10回10ࢀࡒࢀࡑࠊ秒間ࡎ

 ࠋࡿ࡭異常を調ࡢ変఩量及び各部ࠊ加えࡋ返ࡾ繰ࡘ

(5-2) 

試 験 機 

試 験 装 置 

測 定 装 置 

加力装置㸦油圧࣏ンࣕࢪࣝ࢖࢜ࠊࣉッキ等㸧ࢻ࣮ࣟࠊセࣝࠊ変఩計又ࢤࣝࣖ࢖ࢲࡣ

 㸦精度0.01㎜㸧ࢪ࣮

(5-3) 
試験体ࡢ前処

理方法･条件 

試験体ࠊࡣ現場取付࡟準ࡓࡌ方法࡛設置ࠊࡋ཰納を目的ࡓࡋ࡜全࡚ࡢ部分1ࠊ࡟dm3

当1.0ࡾࡓkgࡾࡶ࠾ࡢを等分布࡟載荷ࠊࡋ扉を全閉ࠋࡿࡍ 

所定ࡢ荷重を加えࡓ場合ࠊ試験体ࡀ浮࡞ࡽࡀୖࡁいࡼう試験体をࢺࢫッパ࡟固定ࡋ

ࡿ起こࡀ࡝࡞変形㸦異常㸧ࡢ部分ࡿࢀࡽ直接加えࡀ荷重࡟試験体ࠊࡓࡲࠋいࡼࡶ࡚

こࡀ࡜あࡿ場合ࡢࡑࠊࡣ部分ู࡟途当࡚板を設け࡚ࡶ良いࠋ 

(5-4) 
試 験 方 法  ࡢ

詳 細 

(1)水平荷重をAࠊB方向࡜CࠊD方向300࡟N｛30.6kgf｝ࡢ荷重を各10回10ࢀࡒࢀࡑࠊ秒

間ࡘࡎ繰ࡾ返ࡋ加えࠋࡿ 

(2)加力఩置ࠊࡣ試験体ࡢ側面ࡢ中央部ࠋࡿࡍ࡜ 

(3)測定10ࠊࡣ回目ࡢ荷重を加えࡢࡁ࡜ࡓ変఩量を測定ࠋࡿࡍ 

(4)各部ࡢ௨ୖࡢ有無ࠊࡣ荷重を取ࡾ除いࡓ後࡟調ࠋࡿ࡭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 試 験 結 果 ࡢ 表 示 
(1)変఩量 

(2)各部ࡢ異常ࡢ有無 

(7) ุ 定 基 準 変఩量15ࡀ㎜௨ୗ࡛ࠊ使用ୖ支障ࡢあࡿ破損ࠊ変形࡞ࡀいこࠋ࡜ 
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優良ఫ宅部品性能試験方法書㸦戸建ఫ宅用宅配࣎ックࢫ㸧  ู 表 3 

     

(1) 試 験 方 法 ྡ 称 施錠強さ試験 
試験 

番号 
BLT LDD-03 

(2) 
関 連 要 求 項 目 

࠾ ࡼ び 性 能 
施錠装置ࡢ強さ 

(3) 試 験 ࡢ 目 的 施錠時࠾࡟い࡚ࠊ扉ࡀ開放ࡿࡍ強さをࢳェックࠋࡿࡍ 

(4) 試 験 体 
種ู 

ࣞ࣋ࣝ 
扉ࡢ部分࡟施錠装置ࡢあࡿ試験体ࠋࡿࡍ࡜ 個数 1体 

(5)

 

試

 

験

 

方

 

法 

(5-1) 概 要 扉ࡢ施錠部࡟引張荷重を加えࠊ扉ࡀ開放ࡓࡋ時ࡢ最大荷重を求ࠋࡿࡵ 

(5-2) 

試 験 機 

試 験 装 置 

測 定 装 置 

加力装置 

(5-3) 
試験体ࡢ前処

理方法･条件 
各社指定ࡢ方法ࡾࡼ࡟試験体を建築躯体ࡣࡓࡲࠊこ࡟ࢀ相当ࡿࡍ構造体࡟固定ࠋࡿࡍ 

(5-4) 
試 験 方 法  ࡢ

詳 細 

 

図࡟示ࡼࡍうࠊ࡟扉ࡢ施錠部࡟引張荷重を施錠ࡓࡋ状態࡛加えࠊ扉ࡀ開放ࡓࡋ時ࡢ最

大荷重を求ࠋࡿࡵ 

 

 

 

(6) 試 験 結 果 ࡢ 表 示 
(1)最大引張荷重㸦扉ࡀ開放ࡓࡋ時ࡢ荷重㸧 

(2)扉ࡀ開放ࡓࡋ時ࡢ状況 

(7) ุ 定 基 準 最大引張荷重300ࠊࡀN௨ୖ࡛あࡿこࠋ࡜ 
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優良ఫ宅部品性能試験方法書㸦戸建ఫ宅用宅配࣎ックࢫ㸧  ู 表 4 

     

(1) 試 験 方 法 ྡ 称 衝撃試験㸦振ࡾ子式衝撃試験㸧 
試験 

番号 
BLT LDD-04 

(2) 
関 連 要 求 項 目 

࠾ ࡼ び 性 能 
保管箱ࡢ衝撃力࡟対ࡿࡍ安全性 

(3) 試 験 ࡢ 目 的 衝撃荷重࡟対ࡿࡍ保管箱ࡢ剛性をࢳェックࠋࡿࡍ 

(4) 試 験 体 
種ู 

ࣞ࣋ࣝ 

試験体ࠊࡣ施ᕤ説明書࡟指定さࡓࢀ固定方法࡛固定

 ࠋࡿࡍ
個数 1体 

(5)

 

試

 

験

 

方

 

法 

(5-1) 概 要 

宅配࣎ックࡢࢫ壁࣭扉ࡢ中央部及び隅角部を衝撃఩置ࠊ࡚ࡋ࡜回転半径2mࡢ振子式衝

撃試験機を使用ࠊࡋ質量1kgࡢ鋼球を水平఩置ࡽ࠿自由落ୗさ20ࠊࡏN࣭mࡢ衝撃を加

えࠊ破損状況を観察ࠋࡿࡍ 

(5-2) 

試 験 機 

試 験 装 置 

測 定 装 置 

振子式衝撃試験装置ࠊ鋼球㸦質量1kg㸧 

(5-3) 
試験体ࡢ前処

理方法･条件 
試験体ࠊࡣ現場取付࡟準ࡓࡌ方法࡛設置ࠋࡿࡍ 

(5-4) 
試 験 方 法  ࡢ

詳 細 

(1)壁ࠊ扉ࡢ中央部及び隅角部を衝撃఩置ࠊ࡚ࡋ࡜回転半径2mࡢ振子式衝撃試験装置

を使用ࠊࡋ質量1kgࡢ鋼球を水平఩置ࡽ࠿自由落ୗさ20ࠊࡏN࣭mࡢ衝撃を加えࠋࡿ 

(2)衝撃箇所ࡢ破損状況を観察ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ打痕部分ࡢ直径ࠊ深さ等を計測ࠋࡿࡍ 

(3)中央部ࡢ衝撃఩置ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ実情࡟応࡚ࡌ最ࡶ弱い࡜思わࡿࢀ所を選択࡚ࡋ行

うこࠋ࡜ 

(4)隅角部ࡢ衝撃఩置ࡘ࡟い࡚ࠊࡣୗ図を標準ࠋࡿࡍ࡜ 

(5)衝撃఩置ࡢ選択ࠊࡣ扉ࡢ開閉࡟ಀࡿ部分ࡘ࡟い࡚ࡶ行うこࠋ࡜ 

 

(6) 試 験 結 果 ࡢ 表 示 

(1)壁࣭扉ࡢ中央部ࡼ࠾び隅角部ࡢ各部఩࠾࡟けࡿ打痕直径ࠊ打痕深さࠊ有害࡞変形

 び衝撃఩置ࡼ࠾

(2)扉ࡢ開閉状況 

(7) ุ 定 基 準 
打撃部及びࡢࡑ周辺部࡟貫通及び཯対側ࡀ見通ࡼࡿࡏう࡞亀裂ࡀ生࡞ࡌいこࡓࡲࠋ࡜

 ࠋ࡜いこ࡞ࡌ生ࡀ異常等㸧ࡢ開閉ࠊ脱落ࡢ変形㸦扉ࡿあࡢ支障࡟開閉࡟各部ࡢ扉ࠊ
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優良ఫ宅部品性能試験方法書㸦戸建ఫ宅用宅配࣎ックࢫ㸧  ู 表 5 

     

(1) 試 験 方 法 ྡ 称 耐温湿度性試験 
試験 

番号 
BLT LDD-05 

(2) 
関 連 要 求 項 目 

࠾ ࡼ び 性 能 
耐久性ࡢ確保 

(3) 試 験 ࡢ 目 的 
ప温ࠊ高温࣭高湿度ࡢ場所࡟設置ࠊࡋ機能࡟異常࡞ࡀい࠿をࢳェックࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ電

気制御式ࡢ場合ࠊࡣ通電状態࡛試験を行うこࠋ࡜ 

(4) 試 験 体 
種ู 

ࣞ࣋ࣝ 

試験体ࠊࡣ施ᕤ説明書࡟指定さࡓࢀ固定方法࡛固定

 ࠋࡿࡍ
個数 1体 

(5)

 

試

 

験

 

方

 

法 

(5-1) 概 要 
ప温ࠊ高温࣭高湿度ࡢ場所24࡟時間放置ࠊࡋ機能࡟異常࡞ࡀい࠿をࢳェック࡞ࠋࡿࡍ

 ࠋ࡜通電状態࡛試験を行うこࠊࡣ場合ࡢ電気制御式ࠊ࠾

(5-2) 

試 験 機 

試 験 装 置 

測 定 装 置 

恒温室ࠊ温湿度調整装置 

(5-3) 
試験体ࡢ前処

理方法･条件 
試験体ࠊࡣ現場取付࡟準ࡓࡌ方法࡛設置ࠋࡿࡍ 

(5-4) 
試 験 方 法  ࡢ

詳 細 

 

試験体を現場取付࡟準ࡓࡌ方法࡛ࠊ恒温室࡟設置ࡢ℃5-ࠊࡋప温状態及び温度40℃ࠊ

湿度95%ࡢ高温࣭高湿度状態24ࢀࡒࢀࡑࠊ࡟時間放置ࠊࡋ機能࡟異常࡞ࡀい࠿を調࡭

 ࠋࡿ

 

(6) 試 験 結 果 ࡢ 表 示 諸機能ࡢ異常ࡢ有無 

(7) ุ 定 基 準 諸機能࡟異常࡞ࡀいこࠋ࡜ 
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優良ఫ宅部品性能試験方法書㸦戸建ఫ宅用宅配࣎ックࢫ㸧  ู 表 6 

     

(1) 試 験 方 法 ྡ 称 耐衝撃性試験㸦電気制御式ࡢ宅配࣎ック࡟ࢫ適用㸧 
試験 

番号 
BLT LDD-06 

(2) 
関 連 要 求 項 目 

࠾ ࡼ び 性 能 
機械的抵抗力࣭安定性ࡢ確保 

(3) 試 験 ࡢ 目 的 保管箱࡟衝撃力ࡀ加わࡓࡗ場合ࡢ強度をࢳェックࠋࡿࡍ 

(4) 試 験 体 
種ู 

ࣞ࣋ࣝ 
電気制御盤を含ࡴ保管箱ࠋࡿࡍ࡜ 個数 1体 

(5)

 

試

 

験

 

方

 

法 

(5-1) 概 要 
状態を見ࡢ保管箱ࠊ衝撃力を与え࡚ࡏ保管箱を落ୗさࠊ࡟板ࡢ木製ࡢୖࢺンク࣮ࣜࢥ

 ࠋࡿ

(5-2) 

試 験 機 

試 験 装 置 

測 定 装 置 

 板㸦厚さ12mm㸧ࡢ木製ࠊ面㸧ࢺンク࣮ࣜࢥ版㸦ࢺンク࣮ࣜࢥ

(5-3) 
試験体ࡢ前処

理方法･条件 
試験体ࠊࡣ現場取付࡟準ࡓࡌ方法࡛設置ࠋࡿࡍ 

(5-4) 
試 験 方 法  ࡢ

詳 細 

 

水平ࢥ࡞ンク࣮ࣜࢺ面ୖ࡟厚さ12mmࡢ木製ࡢ板を置ࠊࡁ保管箱を10cmࡢ高さ2ࠊࡽ࠿

回落ୗさࡏ機能࡟異常࡞ࡀい࠿を確認ࠋࡿࡍ 

 

(6) 試 験 結 果 ࡢ 表 示 諸機能ࡢ異常ࡢ有無ࠋ 

(7) ุ 定 基 準 諸機能࡟異常࡞ࡀいこࠋ࡜ 
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優良ఫ宅部品性能試験方法書㸦戸建ఫ宅用宅配࣎ックࢫ㸧  ู 表 7 

     

(1) 試 験 方 法 ྡ 称 短絡保護試験㸦電気制御式ࡢ宅配࣎ック࡟ࢫ適用㸧 
試験 

番号 
BLT LDD-07 

(2) 
関 連 要 求 項 目 

࠾ ࡼ び 性 能 
電気的࡞安全性ࡢ確保 

(3) 試 験 ࡢ 目 的 電力を消費ࡿࡍ付加端子を短絡さࠊ࡚ࡏ煙等ࡢ発生࡞ࡀい࠿をࢳェックࠋࡿࡍ 

(4) 試 験 体 
種ู 

ࣞ࣋ࣝ 

試験体ࠊࡣ施ᕤ説明書࡟指定さࡓࢀ固定方法࡛固定

 ࠋࡿࡍ
個数 1体 

(5)

 

試

 

験

 

方

 

法 

(5-1) 概 要 電力を消費ࡿࡍ付加端子を3時間短絡さࠊࡏ煙ࡢ発生等࡞ࡀい࠿を見ࠋࡿ 

(5-2) 

試 験 機 

試 験 装 置 

測 定 装 置 

電気ࢻ࣮ࢥ等 

(5-3) 
試験体ࡢ前処

理方法･条件 
試験体ࠊࡣ現場取付࡟準ࡓࡌ方法࡛設置ࠋࡿࡍ 

(5-4) 
試 験 方 法  ࡢ

詳 細 

 

現場取付࡟準ࡓࡌ試験体࡛ࠊ電力を消費ࡿࡍ適当࡞端子を短絡さ3࡚ࡏ時間放置ࠊࡋ

煙等ࡢ発生࡞ࡀい࡝࠿う࠿を確認ࠋࡿࡍ 

 

(6) 試 験 結 果 ࡢ 表 示 煙等ࡢ発生ࡢ有無ࠋ 

(7) ุ 定 基 準 煙等ࡢ発生࡞ࡀいこࠋ࡜ 

 


